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五日市街道から一歩入るとそこは不思議なほどの静けさ

でした。赤柴さんのお住まいのこの道沿いに住む方々は、今

でも月１回会合を開いているそうです。吉祥寺という街で昔

ながらの心の通ったご近所付き合いをされているというお話

は、私をほのぼのとした気分にさせてくれました。�

「お手紙教室」では、礼儀作法や日本の古くからの行事な

どを体験をまじえながら楽しく教えられているそうです。か

つては生活の中に溶けこんでいた行事が今ではイベント化さ

れ、本来の意味もわからずお祭り騒ぎする傾向にあります。

私も母から伝えられたことが娘に十分伝わっているのか不安

になります。�

我が子の死という悲しい経験をされた赤柴さん。母親と

してこれ以上の悲しみはないと思います。その心の叫びを短

歌に詠まれました。歌を詠むことが心の支えになったとおっ

しゃっています。歌が赤柴さんの悲しみを少しずつエネルギ

ーに変えていったように思います。また、失ったことで得た

やさしさ､思いやりの気持ち。「お手紙教室」にはそんな下

地があったのですね。学校の先生でもなく自分のおばあちゃ

んでもない近所のおばあさんの教室は、習い事など時間に追

われる子どもたちがゆっ

たりとしたやさしい空気

に包まれる心地良い場所

なのでしょう。�

教室の子どもたちの将

来を見届けたい気持ちでい

っぱいになった取材でした。�

「いのちの電話」事務局への取材ということで、私は少々

戸惑いを覚えながらも出かけました。�

世の中がどんなに複雑になっても、多くの悩みは今も昔

もあまり変わらないということをお聞きしました。相談者

のプライバシーもあるので、なかなか踏み込んだ話はして

いただけなかったのですが、相談員の方も精神的に大変で

あると感じるとともに、一人でも多くの方が救われればと

思いました。活動されている相談員の皆さんは、きちんと

した研修を受けられ種々の審査に合格されているそうです。

応対の基本は、相手の話をまずよく聞き、援助はするが指

導はしないと言われました。�

私にとっても日常生活において、互いに話を聞いたり聞

いてもらったりする相手がいるだけで、どんなに心の支え

になっているかを改めて思い、感謝の気持ちでいっぱいに

なりました。�
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■  平成17年度男女共同参画推進団体の�
 登録・更新について�

■  市民がつくる男女平等情報誌�
 　　　　『まなこ』レポーター募集�
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●孤独な、なかよし－あいつぐ「事件」に思うこと－�

日野原重明・乙武洋匡　著　　中央法規�

●65　－27歳の決意・92歳の情熱－�
青木　悦　著　　坂本鉄平事務所�

�

・「東京しごとセンター」について�

ハローワークとの違いに興味がある。どんなアドバイスをしてくれ
るのだろうか。／こういうところがあることを知らなかった。夫が
定年になったら連れて行きたい。／どういう人が来てどのくらいの
人が就業したのかなど、もっと具体的なことが知りたかった。�

・自分のやりたいことを見つけられるのは幸せ。�

・どういう考え方をすれば行動に移せるのか興味がある。�

・家庭も子育ても仕事も、とがんばって活躍している人たちの共通点を
探してみたい。�

今回のテーマに関する本を、むさしのヒューマン・ネットワークセンターの蔵書の中から�

・防犯は大事だが「人を信用するな」と教えられた子がどんな風
に育つのか不安。�

・災害のための準備をしていてもちゃんと大事なものを持ち出せ
るだろうか。�

・いろいろな防犯グッズが出ているが、最後は自分で自分を守る
しかない。�

・悪い人＝オオカミだと思っている子どもにこれからどうやって
教えていけばいいのか…。�

・困ったときにちょっと子どもを預け合える関係があると安心できる。�

・男性は電車の中で痴漢に間違えられないように気を配っている。�

・熱を出したときに友だちが子どもを預かってくれて食事まで作
ってもらったことがありとても助かった。自分もそういうこと
をしてあげられるようになりたい。�

・子どもに「死」をどうやってつたえたらいいかわからない。�

・実際に直面しないと「死」は実感できないのかもしれない。�

・ペットが息を引き取る瞬間を見たとき子どもは大きなショック
を受けたようだ。�

・この時代、きれいごとや理想論があって初めて明るくなれるのでは。�

・気持ちの上で座標軸が欲しいのでは。個性の時代と言われても
出していいのかわからなくなっている。正しいことや理想的だ
と思うことをぶつけてほしい。�

「生き方上手」「生き方哲学」などの著書
や、ミュージカルの脚色など、年齢を重ねる
ごとに活躍の場を広げている92歳の医師日
野原重明氏と、大学在学中に『五体不満足』
がベストセラーとなり、現在はスポーツライ
ターとして活躍中である27歳の乙武洋匡氏
の対談集である。65歳という年齢差のある
二人だが、対談が始まるとその会話は水の流

れのようによどむことなく進行していく。人生という豊かで長
い道のりを「真実と信念」という宝石のような言葉で語る日野
原氏と、生きるヒントを与えてほしいとのぞんだ乙武氏。まる
で年若い友人同士との会話を楽しんでいるかのようである。�

5年前いじめについて書いた本『アスファ
ルトのたんぽぽ』の続編としてまとめられた
もの。次々と報道される少年事件について、
教育を視点に、全国を講演して歩いた資料を
もとに「事件年表」を作成していく中で、著
者は共通の問題点を指摘している。それは、
①親子関係の崩壊②人間関係が作れない③異
質な暴力の出現④選別され続けた管理教育。

これらが子どもたちを追いつめたと捉えている著者の視点に、
私たちは目を向ける必要があるのではないだろうか。�




